2006/1/17

参加者：田中（賢），相馬，伊藤（洋）

7:30　荷物準備

9:00　防災研発

11:00 余呉高原スキー場着

      作業開始（雪かき）

　　　深さ2.0m程度

　　　カーブの外側の斜面（木のないところ）

15:30 作業終了

　　　余呉高原スキー場発

余呉湖荘泊

メモ：

・雪かきを始める前に、掘っていい場所かスキー場の人に確認する．

・荷物を運ぶときは平日でもスキー場にあらかじめ連絡しておく．

2006/1/18

参加者：田中（賢），相馬，伊藤（洋）

8:30　荷物確認

9:30　余呉湖荘発

10:00 余呉高原スキー場着

　　　雪かきやり直し

　　　深さ2.5m程度

カーブの外側の斜面（木のあるところ）

15:30 作業終了

　　　余呉高原スキー場発

17:30 防災研着

メモ：

· 雪かきは雪をどう運び出すか考える必要がある．

· 階段状に穴を掘って雪を穴から運び出すようにした．

2006/01/27

参加者：田中（賢），相馬，伊藤（洋）

8:00　荷物確認

8:30　防災研発

10:30 余呉高原スキー場着

　　　荷物を雪上車で運び上げてもらう

11:00 前回掘った穴が埋まっていることを確認

　　　雪かきやり直し

　　　深さ3.0m程度

14:00 ポール設置開始

　　　片持ち梁を一方向のみに張り出す

　　　とりあえず観測する斜面の方向から右90度ずらしてつけておく

16:30 作業終了

　　　余呉高原スキー場発

18:30 防災研着

メモ：

· 天候が悪い時は1週間間をあけると穴がふさがってしまう．

· ポールは斜めの支えを全部つけて様子を確かめてから斜めの支えを中心のポールに固定

· 中心のポールの水準を取りながら斜めの支え用の打ち込み，打ち込んだポールへの斜めの支えの固定もポールの水準を取りながら行う．

· 斜めの支えが固定されていない時はひねりを加えながら固定してみる．

2006/01/29

参加者：田中（賢），相馬

8:00 荷物確認

8:30 防災研発

10:30 余呉高原スキー場着

　　　雪かき

　　　測器の設置を開始

ソーラーパネル

　　　日射計

　　　積雪深計

　　　温湿度計

CR-10ボックス（メインポール上側に）

片持ち梁を90度回転させ観測する斜面に向ける

　　　風向風速計の治具が1つ足りないことに気付く

13:30 CR-10ボックス等の調整

　　　風向風速計の設置

　　　雪温計の設置（スコップで側道を掘り，ペグで穴をあけてセンサを挿入）

　　　地温計，TDRの設置（雪温計の上，雪表面近くから雪の中に設置）

　　　バッテリボックスの設置

結線

動作確認

バッテリボックス，CR-10ボックスに銀マットをかぶせる

18:00 作業終了

　　　余呉高原スキー場発

20:00 防災研着

メモ：

· バッテリーが充電されていることを前日に確認する．

· 測器の数だけでなく，治具が揃っていることを確認する．

· 針金が必要（ある程度までは結束バンドで代用可）

· 荷物を全部降ろせなかったので

脚立×2

ハンマー

クランプ類

を余った単管と一緒に現場に置いてきた．

· 脚立×1はCR-10ボックスが邪魔で取り外せなくなったので放置してある．

· CR-10ボックス，雪温計，地温計，TDR，バッテリボックス等は積雪が減ったら設置しなおす必要がある．

· アリバイ作りのため，自分が写っている写真も用意したほうがよい（どれだけ探しても観測全体で1枚しかなかった．．．）

2006/02/20

参加者：田中（賢），田中（久）他1名

2006/03/02

参加者：田中（賢），相馬，萬，山田（賢），伊藤，田崎

積雪密度観測

・一定体積を取るためにはサンプラーの改良が必要．

（ザラメ雪，表層の新雪，圧縮された雪で入る体積がどうしても変わってしまう）．

